
都道府県医療審議会

【法令等】
○ 都道府県知事の諮問に応じ、当該都道府県における医療を提供する体制の

確保に関する重要事項を調査審議するため、都道府県に置くこととされてい

る（医療法第 71 条の２）。

○ 委員は、30 人以内で組織され、また、医師、歯科医師、薬剤師、医療を受

ける立場にある者及び学識経験のある者のうちから、都道府県知事が任命す

る（医療法施行令第５条の 17）。

○ 議事は、出席した委員の過半数を持って決し、可否同数のときは、会長（委

員の互選）の決するところによる（同令第５条の 20 第３項）。

【実際の運用】
《情報提供をいただいた県》北海道、東京都、富山県、広島県、高知県、福岡県

＜都道府県と会議との関係＞

都道府県の諮問機関、都道府県は事務局

＜委員の主な構成員＞

（医師、歯科医師、薬剤師）

県医師会、県歯科医師会、県薬剤師会、病院団体（、看護協会）

（学識経験者）

大学、法律関係者、報道機関、消防

（医療を受ける立場にある者）

市町村会、国民健康保険団体連合会などの医療保険者、県社会福祉協議会、地域住

民を代表する団体 等

＜開催時期＞

年２回程度（年度末＋随時※）

※ 地域医療支援病院の承認、病院の開設・増床等に係る勧告・不許可、社会医療法

人の認定、医療法人の設立・解散・合併の認可、医療法人の業務停止命令 等

＜会議・議事の公開＞

会議・議事ともに原則、公開（北海道、東京都、富山県、広島県、高知県、福

岡県）

・ 事業活動情報、個人情報に関する事項については、非公開（広島県、高知県）

・ 法人の個別具体的な案件について審議するときは、非公開（東京都、富山県、

福岡県）

＜議事決定の方法等＞

出席委員の過半数を持って決定（医療法施行令第５条の 20 第３項）。
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